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　桜が咲き誇り，新しい勤務先で新生活が始まっ
ている先生方も多いことと思われます。千葉大学
医学部においても新入生が入り，新たな伝統を作
る担い手となると期待されます。
　本号においては原著 2編，症例 1編，短報 1編，
研修報告 1編，学会記録 2編，英文原著 1編と盛
りだくさんの内容となっています。石原憲治先生
は，死因・身元調査法に基づく新しい解剖制度が
平成25年より開始され， 4年間で我が国の死因究
明制度にどのような変化が起きたかを検証してい
ます。解剖総数は増加しているものの，新設の調
査法解剖は従来から解剖率の高い特定の地域に
偏って行われ，法律の運用も各都道府県警によっ
て相違があると報告しています。このような領域
においても地域格差があるものかと考えさせられ
ました。野手洋雅先生は，完全腹腔鏡下幽門側胃
切除における病変同定にこれまでの術中内視鏡の
代わりとなる方法として，金属クリップを用いた
術中エコー法の有用性を16例の胃癌患者で報告し
ています。これまでも優秀な諸先輩により，千葉
大学で開発された新しい技術が世界に広まった歴
史があります。千葉発の新しい技術が，日本さら
には世界に広がることを願うばかりです。毛利俊
彦先生は比較的稀なS状結腸間膜窩ヘルニアを腹
腔鏡下に嵌頓解除した症例を報告されています。
　伊藤進先生は短報でNASHと乾癬の合併を考
察されています。一見すると関係がなさそうな疾
患ですが，最近では両者の合併が多く報告されて
いるそうです。伊藤先生は，NASHに関与する
感受性遺伝子であるPNPLA3の分子機能として，
乾癬のcPLA2δ遺伝子と関連するphospholipase 
A2活性があることを指摘し，それぞれの遺伝子
にphospholipaseという共通因子が作用している
ことが 2つの疾患の関連に重要であるのではない
かとの非常に興味深い考察をされています。古賀
千絵先生は，千葉大学予防医学センターによる第
7回ジュネーブ国連・国際機関研修を報告されて
います。本研修は千葉大学の医学，看護学，薬
学，工学，園芸学，融合科学，融合理工学を専攻
する大学院生と国際教養学部の学部生が参加し，
WHOや国際赤十字赤新月社連盟などを訪問し，
多くのことを学んできたようです。学生の頃から
このような機会に恵まれたことを羨ましく思うと
ともに，これを活かして国際的に活躍する人材が
育つことを願いました。
　学会記録は第1365回千葉医学会例会として第35
回神経内科教室例会，第1366回として臓器制御外
科学教室談話会の抄録が掲載されています。第
1365回，第1366回という数字に千葉医学会の長い
歴史を感じるとともに，それぞれの教室で多くの
立派な発表がなされているのを見て，千葉大学の
底力を感じました。山口智志先生のCMJは，進
行すると介護が必要となるリスクが高くなること
から注目されているロコモティブシンドロームに
ついてです。本研究によると身体活動度と歩くス
ピードがロコモティブシンドロームと関連するよ
うです。読者のみなさまも山口先生の論文を読ん
で，介護にならないためにはどうすべきか考えて
みてください。
　本誌はPubMed Central収載に向け編集員一同
尽力しているところであります。PubMed Central
に収載されれば，みなさまの立派な研究が日本
国内のみならず世界の研究者からも注目される
ことになると思います。是非ともChiba Medical 
Journalに先生方の貴重な研究を投稿していただ
ければと考えています。
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